
申込締切日：４月３日（火）
願書配布及び申込受付：本部奨学厚生課奨学チーム

奨学会名 出願条件等
他奨学会との

重複
推薦
人数

公益財団法人
旭硝子財団

〈課程〉修士
〈研究科〉人文社会系、工学系
〈学年〉１年
〈その他〉
   (1)品行方正、成績優秀、健康で学資の支援が必要であること
   (2)独自の発想に基づき、社会に有用な研究テーマに取り組んでいること
   (3)持続可能な社会の実現に向けて高い志を有すること
   (4)平成30年7月11日(水)に行われる授与式に必ず参加できること
  (5)その他財団行事に原則として参加できること
※内部選考通過者は、財団書類をPDFおよび紙媒体で提出することになります。
※審査は書類選考のみとなります。
〈支給期間〉正規の最短修業年限迄（最長2年）

可 給与 40,000円 1

公益財団法人
石井記念証券研究
振興財団

〈課程〉学部
〈学部〉法、経済
〈学年〉３年生
〈その他〉
   (1)金融・証券分野に関わる専門科目、あるいは会社法や金融商品取引法等の
　　　資本市場法に関する専門科目を履修する者。
   (2)学業成績・人物ともに優秀な者。
　 (3)財団行事等には原則として出席可能な者。
※内部選考通過者は、財団による書類審査及び面接選考があります。（日程は本人と調整）
〈支給期間〉正規の最短修業年限迄（最長３年）
　　　　　　　　※ただし３年次の学業成績により１年間で給付を中止する場合がある。

可 給与 40,000円 1

内部選考を行う公益法人奨学会募集について（第２回）

※学年は平成３０年４月１日現在

奨学金月額

※募集する奨学生は、下記出願条件と、人物・学業ともに優れかつ健康であって経済的理由により修学が困難とみとめられる者が対象となります。なお、特に
記載がない場合は、日本人学生対象です。

※各奨学会の希望者の中から、家計収入や成績により内部選考を行い推薦者を決定します。

※下記の奨学会を希望する者は「公益法人奨学会願書（内部選考用）」（所得関係証明書と成績証明書を添付）と「希望奨学会申込票」を締切日までに本部奨
学厚生課奨学チームに提出してください。

※出願に必要な書類は充分にご確認のうえ提出してください。

※併給不可の団体について、併願して採用された場合には、どちらか一方は辞退または採用取消することとなります。

※内部選考通過者に、奨学会の願書等をお渡しし書類を準備していただきます。その際、指導教員等の推薦書や健康診断書の提出をお願いすることがありま
す。

注意事項



戸部真紀財団

〈課程〉学部、修士
〈学年〉学部４年生、修士２年生
〈学部〉文学、経済、理学、工学、農学、薬学部
〈研究科〉教育、経済、農学生命科学、学際情報学府
〈その他〉
・化学、食品科学、芸術学、体育学、経営学をのいずれかを専攻していること
・日本国籍を有すること。平成３０年４月１日現在で３０歳以下。
・夏（Ｈ30 8/26,27予定）に開催される奨学生交流会に参加できる者。
〈給付期間〉1年間

可 給与

50,000円
（ただし給与奨学金と
併給の場合は25,000

円）

2

公益信託
松尾金藏記念奨学
基金

〈課程〉修士,博士
〈研究科〉人文社会系、教育学
<分野>文学、哲学（宗教学、美学、美術史を含む）、言語学、人文地理学、文化人類学、
　　　　　教育学、心理学、社会学、史学等の経・法を除く人文社会
〈学年〉修士１年、博士1年
〈その他〉
      (1)修士課程の応募者：家族の生計を支える者の前年度年収又は本年度の見込みが
　　　　原則800万円（税込総収入）以下
　　　　博士課程の応募者：本人の前年度収入、又は本年度見込収入が原則250万（税込総収
入）以下
     (2)品行方正、健康で学業成績が優秀な者。
     (3)平成30年4月1日現在の年齢が30歳以下の者。
〈給付期間〉正規の最短修業年限まで（年度ごとに継続審査有り）

※採用率が低く、採用された場合でも研究助成金等の併給が不可となる場合があります。ま
た、年度ごとの継続審査は非常に厳しいため、出願の際は充分にご留意ください。

不可（日本学
生支援機構

含む）
給与

年額100万円
（6カ月ごと支給）

1～2

公益財団法人
日本証券奨学財団

〈課程〉修士、博士、専門職学位課程
〈研究科〉経済学研究科、法学政治学研究科
〈学年〉１年
〈その他）
  (1)学資の援助が必要であると認められ、将来社会的に有益な活動を目指す者。
  (2)大学院修士課程、専門職学位課程に在籍する者は平成30年3月末において25歳以下である
こと。
      大学院博士課程１年に在籍する者は、平成30年3月末において28歳以下であること。
  (3)内部選考通過者には財団による面接選考があります。
〈給付期間〉正規の最短修業年限迄

※内部選考通過者は、財団の願書量が多く、また面接が非常に厳しいことをご留意ください。
また、採用率も高くありません。

不可（ただし
日本学生支
援機構は可）

給与

修士・専門職学位
50,000円（自宅外）

40,000円（自宅）
博士

55,000円（自宅外）
45,000円（自宅）

1

平成３０年３月９日　本部奨学厚生課奨学チーム


